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金沢へ列車着すベワこみ、夜汽車を励蔑した我々左凌尊出した」ノが．泊ン・
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よう斜壁堀レなク1つ起．今度の野帳ぱ滋潜葡良ま汗試験だっただめ準礪不，寒

で、駐車の中で一子無げの予鯖知識を軍団だだげなので、我々の疲念と．翻の

ラ・ンシコrと瀬野電重の金野は、並竪文頃に浴して以激鷺年じばい之前瓢右万

后城下町とは、はるカ1に〃ロナ携れた阿附振りぞあった。受取でわ金訳平野と

流弊る犀戸｝い乙羨野，ηには芝ま、れた小．立野含地上．にあう金沢城乞力、こんで、武

鰻敷壽町鰍町な幽並んでいて、城の前にある日本三庭塑のノフで

ある氣六公園あ有切リに金箇先生の説晒を楓いながらの市痢見鼻ぱ、金木犀

の香り仁つつま颪て俊雁なものであった。金巽ぱ、願治鮭新まで底、悉ビこ

らでi庚頓台地の殿軍も阜く、東涛の名古屋にン劣・らす発；，厭1していた町逢あった1

武、対外囲蕨から裏配本の位置になって以未、原料ヒ杁交壷槻囲の粟力1ら重

しいエ蒙剋もされすに翻葡の発屡1ま痔滞レてしまったの餐ある。城下町のた

めに強伽隈隈理鱒なこヒヒカ、，段丘利軍の無識で坂洲多いことなビ％｛錨｝

虜巳乏遅らして．いる房気因のようて｝あった。

　幽夷の最高の楽し籾ま夜躯しやべ伊丹狭さ琳た気分で麺に花試咲くむ

のピ・ある。二耳生だげ少なく葺攻科の王さん洲翔わったので、台湾〃）話や叡

女の将技である手相Lをみてもらフた1，して騰を幽した。「洋行の謙がでてU

る己ヒカ、開聞融き6η相ね．ユのうぢぱよか1つた択「馬長結燈す・るわよユ「あ義

三角囲娠の欄がでてろ，わ議「おや浮気の線よユ，などと：なるヒ寝られなくなる

看力㌣で・てくるありも憲だ｝フた。

　’翌日も購れた空．に塑之う承て珂北渦の聖血見学に出発した。ペロの8ぶ％

猷㌧漁渠に繊愛しているのに、戦後孚ラインUク1揮太帰藍高題で漁場バせばめ

ら魚、砂・王L上の漉翫ヒ河北）写の『卜，拓．により疏乗裁》麹こ転回してきている内灘

地：訪」ま試射揚面題も癒；れたように御〃、るる棺石あった．照ウつげる太陽の下

ま壼．い荷物を濤負って足バめリ込あ1砂・丘．を歩くのは噸なもの蒼｝まなカ、つた釈、

琳隼の基地の廃猷60劾る広々ヒした臼い砂広℃薄い海ヒ空にかこま颪納戸を

の好軍．の図は、一旨本函零していて鶴マンテックなほどて：、あった。河北琢千振

寒星わ淑『ζいるソくノ験欝欝卑近は秋のため、紅白の幕を藪りめぐらレたトラ）ノ

ク訓導入り単券を頂んで行騰尊していた．この品た9の廉潔がう引回之るお

もしうい地堺運あった1一

　動鼠上の：L地：翔用、群衆團，惣帯をすぎ、畠淫の天井）｝｝の・Fとくぐりぬ1ナて

嶺た弓の汽車ぱ．最も裸：式飽増麗℃いわ承る解織漏堪ζ滋静にλつた。蘭の石

動必発壇崖z兆の盾状恵新遭崖ヒの職ぱ、カ、つて涛峡逐あり、その後の睦鰹

過断彦耳蝉流千：する河1｝！の堆娯により：陣税したヒいわ留る薄い地形董あ＝る。
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四三レた山卑三斜齪卑箪が’多し∴〒の辺蓬・能蚤」二布の彦鬼で駅薩工巣

幽て、綾棚囁ん焔励ているらし丸印鵠工励鎌早々磨在し
ている・ヒ尼市をすぎ（和禽に：誉いた＝行ぱ、いよいよ一本海幸最大のギ負1

餅入フた耐油る・能鰍餓献の劉輔発獣勘歎馳艀
綬丘球勿総山地斜面ま逐前淘断頭認に水田竃さ承ていたし、畜語追回ら恥

曝動影響才憐ウロたヒい融て、、慰このように旧く三三練たた
め1二区ロの割合に地〃剥くて冬慰事余剰労枷錨離ヒし乙麩登
柱廊＼左銘・藤野・漢民一ヲ、ラ屋などの万面蒼濡躍する。

　黄勇脳あた講和君鞠ゆ峰ま遜歩し・た。塑の輌側の土手ぽ才藻ま石、

・この葺孝獅硫、耐火レンガやコンロあ重三工場状あちこちにみ之た。

　翌朝牝改綾の日まで断れ上った天気で、七尾鷺躍のムきの後殖柵バき訊U

l二｝み妖・和鋤遺墨言貌みるヒ陣平添状磁だう群賊穆ほく
うあ洪之た．そこヵ｝ら半島の先備迩ある輪島の町に巻L、たの逡養遼ヵ、つた．

無期拙君臨奄貨わ駈る藩士4）漢も秋に入って終フたため、悪弊にもそオしばビ

藏気はみうれなかったが、この辺の漢渠慧始劫がら蔚叢侶さ減ていたこしヒ

辣業一の漢謄どして他県の期も入ワこみにざわっていた・鬼在、フK産物の手

駒ま、申湯の蘭係蟄碍工畠ヒして出～三隅ている。きたこのあたりで輪島塗リ

、・∠して肩名標漆器も、凄くわ、う塚内工菜ヒして鰍造さ水ている．美しさL文

夫こ：i辻他｝（類型ないとして自慢の毒¢てi憶う洲、羨近コま小松前る：どの添器．と

栃に於いて滑れ潔良して・嚇し比いうこヒ窃つ．勝馬即納難
な卒園忌事～塞レた後に、藩岸渋難4λ地’形薦みるだめ）（幽か1ナた．水捌の山彰

鵬拙した町だゆて嵩剤こは海・Kフ㌧ノレ磁置尽れてし堕な郷地、な

が義心な様態適う0賦騰るの毛おもUうがった。帰受遺、ダ繰れの町にな，

ク寒月出ていた、肩愚な全学に対する寿の遇、南方ぱ主じして瀦頬転兎って

いるヒいうことであも．適あ両蜘こ並んだ露店のひなびたに翫川の中に一三

っているヒ子鳩の中にひ疋っているよう．曝気孝寺柔なつてもた。

　その耗日本醤に誹り出している半島産もつ創夙の繁栄左工麹どゆ篠
の発．鉄｝（期嚇して、鮪：島の羅遜解散となった二。

「・現地に乗て、並継起懸などをまのあたりに墓尋，ましたものの、こ．れヒいっ

た領題も見い出止す＼単に銑必嶽循飽に繁藤レてし港つたこヒぱ螺念更・ある

帆金崎先生を姫め現地の方々と訂して勉鋲が竜きたこヒ慮この上な㌧、科目

だつたヒ恩ラ．．箆登ぱ、もう一肩是葬一三た㌧、場所の一つにξつた。
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